
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16 巻 50 号（No.618）　　2021 年 12 月 12 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　黙示録 22:17　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ １０７番 永遠の門ひらけ

*交読文　････････････････ 　５５番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １０５番　ひさしくまちにし

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ １０６番　エサイの根より

メッセージ　･･････････････ 積極的に主を待ち望む信仰の家に来て下さる主(マタイ 1:1-17)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ １０４番　久しく待ちにし

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　バプテスマのヨハネの日以来今日まで、天の御国は激しく攻められています。そして、激し

く攻める＿＿がそれを奪い取っています。(マタイ 11:12)

　そういう訳だから＿＿がいつも従順であったように、わたしが一緒にいる時だけでなく、い

ない今はいっそう従順でいて、恐れおののいて自分の救の達成に努めなさい。(ピリピ 2:12)

 この書の預言の言葉を封じてはならない。時が近づいているからである。不義な者はさらに

不義を行い、汚れた者はさらに汚れた事を行い、義なる＿＿はさらに義を行い、聖なる＿＿

はさらに聖なる事を行うままにさせよ。見よ、わたしはすぐに来る。報いを携えてきて、それぞ

れのしわざに応じて報いよう。わたしはアルパであり、オメガである。最初の者であり、最後の

者である。初めであり、終りである。いのちの木にあずかる特権を与えられ、また門を通って

都に入るために、自分の着物を洗う者たちは、幸いである。犬ども、まじないをする者、姦淫

を行う者、人殺し、偶像を拝む者、また、偽りを好みかつこれを行う者はみな、外に出されて

いる・・・。御霊も花嫁も言う。「来てください。」これを聞く＿＿は、「来てください。」と言いなさ

い。渇く＿＿は来なさい。いのちの水がほしい＿＿は、それをただで受けなさい。（黙示録 

22:10-17）

メッセージ概要

　主イエスキリストのご降誕を待ち望むアドベント第三週目となった。救い主キリストは、赤ちゃんとなってこ

の世に来られたが、それを記す福音書のはじめに、イエスキリストの系図が記されている。系図は「家」を明

かすもので、この系図を調べると、イエス様はどういう家柄を通してこの世に来られたのか知る事が出来る。

そのイエス・キリストに至るまでの系図に刻まれた一人一人を見ると、神は実に、信仰を持つ人々を通して

歴史に介入して来られた事を知る事ができる。私達はこの時代、いかに生きるべきか、系図から学びたい。

　系図は、信仰の父祖・アブラハムから始まっている。彼が 75歳になった時、神は彼に「父の家を離れて、

わたしが示す地に行きなさい」と言われ、アブラハムはそれに従った。神に呼び出された時、  自分の生来  

の生き方を離れ、神のことばに導かれる生き方へと入る…。これこそ、私達の救い主、イエス・キリストの  栄  

光の系図への参加方法  であり、そして、  私達個人の救いと、贖いの歴史の始まり  なのだ。

　このマタイの系図の特徴的な所は、本来なら入れるはずもない異邦の女達も、系図に加えられており、ま

た、本来なら系図に「いる」はずなのに、名前が除外されてしまった人達もいる点である。本来なら系図に

入るはずが無いのに加えられた女性に共通している性質は、  神の民に入ろうという情熱と信仰がある事  で、

除外されてしまった人達に共通しているのも、やはり「信仰」の無さで、主の言葉を軽んじていた点である。

　ユダの時代、アブラハム以来の信仰の継承が絶えそうになった時、その血筋を何としても絶やすまいとし

たタマル(3節)は、遊女の格好までしてユダとの間に子をもうけた。しかし子を残す営みを侮った異邦の女

の子供達は、絶えてしまった。　ラハブ(5節 a)は本来、滅ぼされるべきカナンの女だったのに、神の民にあ

こがれていた。天から彼女の志を見ておられた神は、二人の斥候を彼女の家に遣わし、その内の一人が、

後に夫になるサルモンだった。彼女はイスラエルの神こそ神であると告白し、命がけで彼らを守った故に、

彼女とその家族は救われ、栄光の家系へと加えられた。　ルツ(5節 b)も本来、イスラエルに入れるはずも

ないモアブの女だったが、彼女もイスラエルの神にあこがれを持って、神の民へと「割り込んで」来た。ルツ

記最後の「ペレツの系図」の意味は、「割って入る者の歴史」「裂け目から侵入して来た一族」であった。

　以上のように、何としても神の国に入りたいと願って割り込む  事こそ、私達・信仰者の本質  である。主は全

人類一人一人の思いを読んでおられ、その心が主と全く一つになっている人に、救いを現して下さるのだ。

　系図から除外されてしまった人達は、主の言葉に逆らって主を捨てた者達であるが、系図に載っている

王達の中には、除外されてしまった者達より、はるかに性質の悪い王達の名もある。そのような王達が続い

た後、バビロン捕囚となり、それ以降、王権は剥奪されてしまった。小悪党は、名前さえ連ねてもらえず、大

悪党は、「呪いの代名詞」として記録されてしまったのだ。しかし、たとえどんな「大悪党」の子孫であったと

しても、主に聞き従う世代以降は、イエス・キリストを生み出す家系に戻してもらえる所に、主の恵みがある。

　『アブラハムからダビデまでの代は合わせて十四代、ダビデからバビロンへ移されるまでは十四代、そし

て、バビロンへ移されてからキリストまでは十四代である』(17節)　「十四」はヘブライ語ゲマトリアではダビ

デの数字で、ダビデの名の意味は「愛された者」である。つまり主は、アブラハムからダビデの時代も、主

に反逆し続けた王達の時代も、バビロン捕囚の暗黒の時代も、  主の民をずっと愛し続けておられた  のだ。

　系図の中の何人かは、名前しかわからず、どんな人生を経験し、どんな時代のドラマを生きたのかも分か

らない。しかし彼らは、それぞれの時代、信仰によって結婚し、信仰によって子を産み、信仰の子育てをし、

そうして子から孫へと信仰を継承して来た。どんな時代であっても、信仰を継承する事こそ最も偉大な事で

ある。信仰の先人達のように、積極的に主に求め、信仰によって生きる家にこそ、主は訪れて下さるのだ。

　主は今まで、  主を待ち望む者たちや、主の御旨を行う者達を通して、歴史に介入し、歴史が動いてきた  。

そして、主を待ち望む家系の末裔に、イエス様は来て下さった。今、私達は、信仰が無い人々の中、地震

や疫病など、諸々の艱難の時代の中を生かされている。しかし、この時代の中でも、信仰の先人たちのよう

に、信仰によって生きるなら、主は来て下さる。　彼らにならい、聖なるプライドを持ち続け、邪悪なこの世

代に対して聖さと高貴さをもって勝利し、私達も、あの栄光の系図、『アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イ

エス・キリストの系図』に連なって、「〇〇は、信仰によって 2021 年を高貴にふるまった」と、天の書物に書

き記され、栄光の冠を勝ち取っていく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                  　礼拝 11:00
食事・フェローシップ 　      13:00～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 16 巻 50 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021 年 12 月 12 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

